
少人数セミナーの指導法について

――“アカスキ”のノウハウを盗もう！――

学生へのプレゼンテーションや論文の指導法についてもう一工夫し

たいと思っていませんか？

アカデミック･スキルズという授業をご存じでしょうか？

この授業には次のような特徴があります。

・三人の教員が一コマを共同で担当し、それぞれの経験とノウハウ

を組み合わせながら指導を行っています。

・プレゼンテーションコンペ、論文コンペや論文集発行など、モチ

ベーションを高めるシステムを組み立てています。

・初級クラスの他、中級クラスを設置し、より高度なスキル習得を

目指しています。

本ワークショップでは、このようなユニークな指導法と蓄積された

経験を紹介します。また、指導の難点などについても、参加された先

生方と率直に意見を交わし、情報を共有し解決方法を共に考えていき

たいと考えています

みなさんの授業に役立つヒントを提供できるものと思います。
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